
量,年間収繭量,年間反当収繭量 )及び省力化の状況から考え合わせて, 2つの地域に区分した｡

地城東半の滑川村.嵐山町,小川町八和田地区で姓専業的であ9.西半の東秩父村,小川町 (八和

田搬区を除く)では,相対的に非専業的であった｡

茨城県鹿島南部農業の変容過程に関する

地理学的考察
木 場 和 子

調査地域は茨城県鹿島郡神栖村および波崎町で利根川,北浦,太平洋に囲まれた半島状の砂丘地

帯である｡本地域は昭和 58年頃から具体化 した鹿島臨海工業地帯の造成を契機として農業地域か

ら工業地域-の転換をとげつつある｡

本論文は根城の変容過程を根城o'D支配的を構成要素であった農業の変質を軸として考察すること

を呂的とし.畑作物の盛衰 ｡交代をその主要凌指膿 とした【

要 約

1. 本地域は交通障害によって離島的性格を有 し,後進的産業構造をもっていた｡そこで農業は

低生産性のまま温存され.劣悪を水田条件 (堀下田 )のもとで,広大を砂丘畑を利用 し,畑作中心

の粗放的経営 (甘藷 ･落花生 ｡すいか )が行なわれていた｡

2. ところが昭和 57年頃から銚子大橋の架橋による都市化の浸透,および58年頃から具体化

した鹿島朗発 という地域内部の工業化-の傾斜という農業をとDまく経済環境の変容によって根城

農業は大 きな質的変換を迫 られた｡すなわち,低生産性の藍業から,高い生産力を有する農業への

生産構造変化が要請されたのである｡

5. 地域農業の生産構造変化は,現象的には裁培作物vL)交代としてあらわれ.工業原料用甘藷教

壇の衰退,タバコ教壇.野菜園芸U)拡大となった.,

4. 地域農業は,戦後の日本の商品鹿美化の進行の中で工業原料用甘藷産地と75:ることによって

対応し,推移 してきたが,昭和 40年以降は甘藷の衰退,すなわち商品作物 - 自家用とい う形を

通 じて,その性格を失浸ってしまったo'Dである｡ この具体的婁出としては,広い畑地面積を前提と

して成立 していた本地域における甘藷の比救有利性が,鹿島損発-の耕地提供, ビニール水田lyEよ

る畑地VL)陸は化という畑地縮少CIJ過程で消滅したことが指摘できる0

5. タバコ耕作は導入初期は,甘藷との/-fr'競合わせで就壊されていたが昭和58年以降は,タバコ

耕作農家における作付規模の拡大,上層農家におけるタバコの専業化を通 じて拡大 してきた｡ しか

し,この 1- 2年は施設園芸と労働力の競合によD,施設園芸を導入 したタバコ農家では廃作する
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ものが増 している｡野菜教壇は57年の銚子大橋の架橋による交通条件の改善等によD立地条件を

整 備し,拡大の傾向にあったが,飛躍的増大は昭和 40年以降の露地裁壇 -一 施設園芸 という質的

転換に求め られる｡ これは野菜 園芸の定着 (従来は:.部分的に断続的に行をわれていた,)を意味し,

従来の商品作物としての甘藷 ｡落花生 ｡タバコの必要性は75:く夜D,粗放的畑作経営は姿菅消した｡

61 施設園芸転換-UL)重安を契機と在ったのは,神栖村 ･波崎町 ･若松地区の演反愚家を対象と

する経営改善対策事業である｡事業簸rJ70-80%が施設園芸に投下され,一 戸当79大型 トンネル

ル158万円,鉄骨-ウス182万円の投資が成された｡ これは,従来の粗放的経営から賀本集約

的農業-の転換を裂金的に裏付け し,促進 した と言える｡

7.施設園芸-の転換は. ピーマン裁壇 となってあらわれ, 40年以降,東京市場での占有率は

60帝を超え ピーマンの産地と在った｡ ピーマン裁培払 神栖,若松を中心に行をわれているが,

出荷体制,農家の ピーマンの取 E3入れ方をどには問題があ9.近郊的農業転 換への過渡的現象とし

てとらえられる｡

8. 以上の甘藷 - タバコ - ピーマンという作物の交代払 粗放的経営か ら集約的経営への変

容過程を示すものであD, 同時に後進的農業地域から,工業根城-の地域の変容過程葱反映 するも

のである｡夜か,本地城内部vEおける工業地 ･都 市･包窺過程における地域農業の近郊化は,過渡

期に払 ピーマン栽培の如 く高い生産性を実現 しつつあるが,同時に,労働力,土地の競合等の面

vcおいて,既に農業の崩壊の契機を内包していることが認め られる｡

金沢市の都市地理的考察

瀬 尾 由 紀

本論文の中心テーマは都 市域内の地域分化 と都市発宛方向V=関する考察である｡地方中心都市の

ひとつである金沢市をフィール ドとし,都市の動的把捉vc留意 した｡

金沢市は日本海沿岸の停滞舶域に位患 しているため,発展のテンポの遅小都市として位置づけさ

れる｡人口増加率についてみると,昭和55-40年の全国 市部の 1514%VC比して,金沢 市人口

集中地区は 1.7%の低い値を示す｡ しかし夜が ら,金沢市は昭和 5 a-42年において約 1.1万の

転入超過を示 し,地方中心都市として成長 している｢ 面菅持つ.昭和 55- 40年にかけ て顕著に

在 った ドーナツ化現象も金沢市の横極面としてとらえることができるO昭;和50年を10ロとした

昭利40年の人口指数をみると,旧市城が 75- 101と人口の停滞 ｡減少を示す一方,南雑丘陵

地域では170-400と人口急増がみ られる,.
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